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「マリメッコ展　模様のちから　
Marimekko: Art of Printmaking -Beauty, Dream, Love」
京都文化博物館で 9 月 6 日（日）まで開催中

フィンランド生まれのマリメッコは、ファッションやインテリアの枠を超え、新しいライフスタイルやコンセプトを提案するデ
ザインハウスです。1951 年の創業以来、デザイナーのアイデアや思想を重視した製品づくりを行い、毎日の暮らしに彩り、喜
び、前向きな心をもたらすことをミッションとするヴィジョンを世界に向けて発信し展開し続けてきました。これまで生まれた
3,500 種類以上の独自のプリントデザインは、人々のファッションや暮らしを彩り、また時には過去のデザインが再構築される
ことでタイムレスな魅力を放ちます。
創業者、アルミ・ラティアが 14 歳の頃に日記に残した言葉に始まり、イントロダクションと３つのパートで構成される展覧会。
様々な年代のドレスやアートワーク、ファブリックを通じて、マリメッコの創造の美学、また継承されるプリントメイキングの
技に多角的な視点から光を当てることで、マリメッコの世界へ来場者を誘い、「模様のちから」を伝えます。

展覧会名 |「マリメッコ展　模様のちから　
                Marimekko: Art of Printmaking -Beauty, Dream, Love」
開催期間 | 2026 年 7 月 4 日 ( 土 ) ～ 9 月 6 日 ( 日 )
休 館 日 | 月曜日
開室時間 | 10:00 ～ 18:00（毎週金曜は 19:30 まで）※入場はそれぞれ閉室の 30 分前まで
会       場 | 京都文化博物館 4・3F 展示室　〒 604-8183 京都府京都市中京区三条高倉

公式サイト |  https://marimekko-ex2026-2028.jp/　 
公式 X | marimekko_2026  
公式 Instagram | marimekko_ex2026_2028

マリメッコ展 PR 事務局

展覧会キービジュアル　右上：Klaava, Annika Rimala, 1967/ 下：Viidakko, Pentti Rinta, 1981/ 左上：Seppel, Antti Kekki, 2022



アルミ・ラティアは、夫の経営するプリント工場で若い数名のアーティストをファブリックデザイナーとして起用し、

革新的なデザインを生みだしました。1951 年、大胆なファブリックの使い方を提案する初のファッションショーを開

催し成功をおさめます。マリメッコのアイコニックで明るく表情豊かなプリントデザインは、ファッションやグラフィ

ック以外にもインテリアや建築などライフスタイルの全てに広がり、今日まで人々の暮らしを彩ってきました。

ここでは、貴重なアーカイブ資料や写真の展示、またファブリックの歩みを通じてマリメッコの軌跡をたどるとともに、

アルミ・ラティアの価値観がいかにしてタイムレスかつ独創的なデザインへと昇華されたかを象徴的に展示します。

マリメッコとは？
Marimekko phenomenon

創業者、アルミ・ラティアが 14 歳の頃に日記に残した言葉に始まり、
イントロダクションと３つのパートで構成される展覧会。



「マリメッコの美学」のパートでは、さまざまな時代に生まれた約 70 点のドレスを一同に展示。ドレスをキャンバ

スに見立てることで、現在も息づくマリメッコの美学を、鮮やかで印象的な色や、パターン、走り回れるような機

能美に富んだドレスのシルエットを通して紹介しています。｢日常生活に美しさを取り入れたい」というアルミ・ラ

ティアの思いのとおり、マリメッコのプリントデザインは、大胆な色彩のコントラストと心躍るようなパターンが

描かれ、暮らしに喜びと自由なインスピレーションを与えてきました。

マリメッコの美学―時代を超越する色・形・パターン
There is only one responsibility — Beauty



プリントメイキングの技を通じて、独創的なアイデアを現実のものへと変えるプリント・ファクトリーは、マリメッ

コの心臓部であり、創業当時からずっと、アルミ・ラティアの意思を受け継ぎながら、デザイナーやアーティスト、

プリント制作の職人らが協働し数多くの作品を生み出しています。「マリメッコの創造力」のパートでは、デザイナー

やプリント・ファクトリーに着目し、映像、ファクトリーの道具、資料、デザイン画を通じてマリメッコの創造のプ

ロセスを可視化しています。また、アートユニット・plaplax がプロジェクションによるダイナミックな展示空間を制

作。マリメッコのひらめきが形になる世界を体感いただきます。

マリメッコの創造力 
― デザイン制作からプリントメイキングまで
There is only one reality ̶ Dream



展覧会の最後のパート、「皆川 明との新たなクリエイティブ・ダイアローグ」では、本展のために皆川がデザインし、

マリメッコのプリント・ファクトリーで新規制作されたファブリック《Tuulla》（風が吹く）と、マリメッコのこれ

までのアーカイブのファブリックの輪がチェーンのように繋がりあうインスタレーションを展示しています。

どのデザインも大切なアーカイブとして復刻したりアレンジをしながら、時代に左右されることなく、価値を持ち

続けるよう表現するマリメッコの精神と未来を表現しています。

皆川 明との新たなクリエイティブ・ダイアローグ　
国境・領域・時を超えて
There is only one strength ̶ Love

【写真上】デザイナー皆川 明が展覧会のためにデザインしたファブリック　皆川 明《Tuulla》2026 年 
　　　  ©️Marimekko Oyj Suomi-Finland Akira Minagawa 2026   　
              Photo: Takuya Nagata



開催概要

展覧会名： 「マリメッコ展　模様のちから　

　　　　　Marimekko: Art of Printmaking -Beauty, Dream, Love」

開催期間： 2026 年 7 月 4 日 ( 土 ) ～ 9 月 6 日 ( 日 )

休館日： 月曜日

開室時間： 10:00 ～ 18:00（毎週金曜は 19:30 まで）※入場はそれぞれ閉室の 30 分前まで

会場： 京都文化博物館 4・3F 展示室　〒 604-8183 京都府京都市中京区三条高倉

主催： 京都府、京都文化博物館、産経新聞社、MBS テレビ、東映

特別協力： 

後援： フィンランド大使館、公益社団法人京都府観光連盟、公益社団法人京都市観光協会、

　　　KBS 京都、エフエム京都

協力： S2、ヘルシンキ建築 & デザイン・ミュージアム

https://www.bunpaku.or.jp/

巡回予定

東京都庭園美術館

2026 年 10 月 3 日 ( 土 ) ～ 12 月 20 日 ( 日 )

ひろしま美術館

2027 年 1 月 30 日 ( 土 ) 〜 2027 年 3 月 28 日 ( 日 )

北九州、富山、名古屋、長崎ほか

〈本件に関する報道関係者様のお問い合わせ先〉

「マリメッコ展」PR 事務局　担当：竹形尚子（デイリープレス）
tel. 03-6416-3201 / 090-1531-6268 　naotakegata@dailypress.org

会場写真
Photo：Shuhei Sakai



クーピー　1,200 円
キービジュアルからインスピレー
ションを得た５色
製造：株式会社サクラクレパス

「マリメッコ展　模様のちから　
Marimekko: Art of Printmaking -Beauty, Dream, Love」
展覧会オリジナルグッズ

マスキングテープ
各 990 円、全４種

クロッキー帳　
1,100 円

トートバッグ　
2,200 円

図録「マリメッコ展　模様のちから　
Marimekko: Art of Printmaking -Beauty, Dream, Love」
3,850 円、232 ページ、A4 変形、並製本コデックスかがり綴じ

展覧会に出展されていない資料や写真、コラムなども書き下ろ
された、とても充実した内容の展覧会図録。展覧会の体験をさ
らに深める一冊として、ご観覧とあわせてぜひお楽しみください。

デザインについて：
アートディレクター・グラフィックデザイナーの田部井美奈が手
がけた展覧会のキービジュアルは、時代の異なる 3人のデザイナ
ーによる3つのファブリックパターンで構成されています。さらに、
展覧会タイトルの文字も一つの視覚的な要素としてこれらの柄と
対等に扱い、文字と柄を重ね合わせることで、一体感のあるビジ
ュアルを生み出しました。
わずかな揺らぎやムラをあえて残すことで生まれる生命感や、色
の重なりによって生まれる奥行きと豊かさといった、マリメッコ
のプリントデザインならではの特徴を、このキービジュアルにも
反映させています。

マリメッコのファブリックがそうであるように、このキービジュ
アルを各アイテムの模様として生き生きと展開したオリジナルグ
ッズも、田部井がデザインを手がけています。



アートカード　
各 380 円　全４種

ポスター（1 種）
2,500 円
再利用できるポスター
ケース付き（全 4 色）

うちわ　
2,860 円
伏見上野旭昇堂製の丸竹うちわ（房州うち
わ）。日本の三大うちわのひとつで千葉県
を代表する伝統的工芸品

ステッカー
各 440 円　全 4 種

扇子　
4,200 円
伏見上野旭昇堂製、職人の丁寧
な手仕事が生む扇子

展覧会オリジナルティー　
各 1,620 円
ラベルのデザイン全３種（茶葉は共通）
製造：ルピシア

ようかん　
1,944 円
江戸・菓子舗の「榮太樓總本鋪」のひとくち
煉りようかん　
※ 1 箱３本入り（小豆、抹茶、ほうじ茶）

※表記は税込価格です
※購入個数制限を設ける場合がございます。詳しくは各会場のショップ内で
ご確認ください
※商品は数に限りがございます。品切れの際はご容赦ください

〈本件に関するお問い合わせ先〉
「マリメッコ展」PR 事務局　担当：竹形尚子（デイリープレス）
tel. 03-6416-3201 / 090-1531-6268 　
naotakegata@dailypress.org




